
入場料 チケット発売日 プレイガイド

主催／公益財団法人徳島県文化振興財団　事業協力／NPO法人徳島能楽振興会

Ｓ指定席（10列目まで）
一般 5,500円　U-25 2,500円
Ａ指定席（11列目から）
一般 4,500円　U-25 2,000円
※当日各500円増
　（ただし、完売の場合は販売いたしません。）
※U-25は25歳以下の方が対象となります。
　公演当日に25歳以下であることを証明できるもの
　（身分証明書など）をご持参ください。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

■あわぎんホール（WEB・窓口・電話）
※WEBもしくは電話で予約された方は、
　全国のセブンイレブンの店頭にて24時間
　お支払い・お受け取りいただけます。
※電子チケット（チケットレス）をご希望の方は
　WEBにてご購入ください。
※あわぎんホール窓口は会館南側新町川沿いの
　1階にあります。
※車いす席をご利用のお客様は、
　あわぎんホールにお問い合わせください。

開場18:30
開演19:00
終演20:35（予定）

【先行発売（WEB限定）】
 2023年4月28日（金）午前10時～
※先行発売（WEB限定）は、あわぎんホールチケット会員限定となります。

【一般発売】 2023年5月5日（金）午前10時～
※会員登録およびWEB購入は、あわぎんホールのホームページから
　お手続きください。なお、会員登録料やチケットの発券・引取手数料等は
　無料です。
※電話での受付は、5月6日（土）午前10時からとなります。
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毎年恒例！今年は萬斎・裕基、親子共演！！
萬斎によるわかりやすい解説付き！！！

毎年恒例！今年は萬斎・裕基、親子共演！！
萬斎によるわかりやすい解説付き！！！

野村萬斎 狂言公演

日時
会場 ■木2023年 6/22
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野村萬斎 狂言公演

■チラシ掲載データ

○事業名：
野村萬斎 狂言公演

○キャッチコピー：
毎年恒例！今年は萬斎・裕基、親子共演！！
萬斎によるわかりやすい解説付き！！！

○日時：2023 年 6月 22 日（木）開場 :18:30  開演 :19:00　close:20:50（予定）

○会場：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館） 1Ｆ　ホール

○入場料：
S指定席（10 列目まで）　一般：5,500 円　U-25：2,500 円
A指定席（11 列目から）　一般：4,500 円　U-25：2,000 円
※当日は各 500 円増。（ただし、完売の場合は販売いたしません。）
※U-25 は 25 歳以下の方が対象です。公演当日に 25 歳以下であることを証
明できるもの（身分証明書など）をご持参ください。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

○チケット発売日
先行発売（WEB 限定）：2023 年 4月 28 日（金）午前 10 時～
※先行販売（WEB 限定）は、あわぎんホールチケット会員限定となります。
一般発売：2023 年 5月 5日（金）午前 10 時～
※会員登録およびWEB 購入は、あわぎんほのホームページからお手続きく
ださい。なお、会員登録料やチケットの発券・引取手数料等は無料です。
※電話での受付は、5月 6日（土）午前 10 時からとなります。

○プレイガイド：
■あわぎんホール（窓口・電話・インターネット）
※電話もしくはインターネットで予約された方は、全国のセブンイレブン
の店頭にて 24 時間お支払い・お受け取りいただけます。
※あわぎんホール窓口は会館南側新町川沿いの 1階にあります。
※車いす席をご利用のお客様は、あわぎんホールにお問い合わせください。

○お問い合わせ：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）　
Tel:088-622-8121　 E-mail:jigyo@kyoubun.or.jp

○主催：公益財団法人徳島県文化振興財団

○事業協力：NPO法人徳島能楽振興会

〔チラシ裏掲載データ〕

○プログラム

19 時開演

だぬき
解説　　野村萬斎

狂言　　「隠狸」
　太郎冠者　　野村　　裕基
　主　　　　　野村　太一郎
後見　　　中村　修一

－休憩 20 分－

狂言　　「萩大名」

大名　　　　野村　　萬斎
太郎冠者　　中村　　修一
亭主　　　　石田　　幸雄
後見　　　野村　　太一郎

20 時 35 分終演予定

○演目解説
隠狸（かくしだぬき）
　主人に隠れて狸を捕っている太郎冠者。噂を聞いた主人は、狸汁を振舞おうと客を招いたと告げるが、太郎冠者が狸など捕ったことはないとシラを切るので、それならば市場で買ってくるよう命じる。実は
昨夜も大狸を捕まえていた太郎冠者は、主人に黙って売ってしまおうと市場へ行くが、様子を見にきた主人と出くわしてしまう。太郎冠者は狸を隠して必死に取り繕うのだが、主人に酒を勧められると…。
主人と太郎冠者の絶妙な駆け引きが笑いを誘います。酒宴の場面に登場する狂言小舞「兎」「花の袖」「鵜飼」も見どころとなっています。

萩大名（はぎだいみょう）
近々都から帰国することになった田舎大名が、太郎冠者の案内で、とある庭園に萩の花見に出かける。風流者の亭主が、来客に必ず一首所望することを知っている太郎冠者は、「七重八重　九重とこそ
思ひしに　十重咲きいづる　萩の花かな」という聞き覚えの歌を大名に教えておく。見事な庭を楽しんだ後、いよいよ歌を詠むことになるが、大名は…。
秋の風情豊かな庭を舞台に、豪快な大名と繊細な和歌の世界のギャップが笑いを誘います。三人の軽妙なやりとりをごゆっくりお楽しみください。

○出演者・プロフィール

野村　萬斎（のむら　まんさい）
1966年生。祖父・故六世野村万蔵及び父・野村万作に師事。重要無形文化財総合指定者。3歳で初舞台。東京芸術大学音楽学部卒業。「狂言ござる乃座」主宰。国内外で多数の狂言・能公演に出演する
一方、現代劇や映画・テレビドラマの主演、『敦―山月記・名人伝―』『マクベス』『子午線の祀り』「能 狂言『鬼滅の刃』」『ハムレット』はじめ古典の技法を駆使した作品の演出など幅広く活躍。94年に文化庁
芸術家在外研修制度により渡英。芸術祭新人賞・優秀賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、朝日舞台芸術賞、紀伊國屋演劇賞、毎日芸術賞千田是也賞等受賞多数。21年観世寿夫記念法政大学能楽賞、
22年松尾芸能大賞受賞。石川県立音楽堂邦楽監督、東京芸術大学客員教授。（公社）全国公立文化施設協会会長。

野村　裕基（のむら　ゆうき）
1999年生。野村萬斎の長男。祖父・野村万作及び父に師事。慶応義塾大学法学部卒業。3歳の時に『靱猿』で初舞台後、子方として国内外を問わず多数の舞台に出演。17年『三番叟』、20年『奈須与市
語』、22年『釣狐』を披き、「万作の会」の若手狂言師の一人として舞台を勤めている。23年3月、世田谷パブリックシアターでの舞台『ハムレット』（野村萬斎演出）でタイトルロールを勤める。能楽協会会員。

○会館情報

会館周辺図、駐車場案内など

あわぎんホール
（徳島県郷土文化会館） 1Ｆ ホール



野村　裕基
（のむら　　 ゆうき）

1999年生。野村萬斎の
長男。祖父・野村万作及
び父に師事。慶応義塾大
学法学部卒業。3歳の時
に『靱猿』で初舞台後、
子方として国内外を問わ
ず多数の舞台に出演。17年『三番叟』、20年『奈須与
市語』、22年『釣狐』を披き、「万作の会」の若手狂言
師の一人として舞台を勤めている。23年3月、世田谷
パブリックシアターでの舞台『ハムレット』（野村萬斎演
出）でタイトルロールを勤める。能楽協会会員。

主人に隠れて狸を捕っている太郎冠者。噂を聞いた主人は、狸汁を振舞お
うと客を招いたと告げるが、太郎冠者が狸など捕ったことはないとシラを切
るので、それならば市場で買ってくるよう命じる。実は昨夜も大狸を捕まえて
いた太郎冠者は、主人に黙って売ってしまおうと市場へ行くが、様子を見に
きた主人と出くわしてしまう。太郎冠者は狸を隠して必死に取り繕うのだが、
主人に酒を勧められると…。
主人と太郎冠者の絶妙な駆け引きが笑いを誘います。酒宴の場面に登場
する狂言小舞「兎」「花の袖」「鵜飼」も見どころとなっています。

近々都から帰国することになった田舎大名が、太郎冠者の案内で、とある
庭園に萩の花見に出かける。風流者の亭主が、来客に必ず一首所望する
ことを知っている太郎冠者は、「七重八重　九重とこそ思ひしに　十重咲き
いづる　萩の花かな」という聞き覚えの歌を大名に教えておく。見事な庭を
楽しんだ後、いよいよ歌を詠むことになるが、大名は…。
秋の風情豊かな庭を舞台に、豪快な大名と繊細な和歌の世界のギャップ
が笑いを誘います。三人の軽妙なやりとりをごゆっくりお楽しみください。

徳島市藍場町2丁目14番地
TEL. 088-622-8121　FAX. 088-622-8123
E-mail. jigyo@kyoubun.or.jp　https://www.kyoubun.or.jp
Twitter: @awaginhall  Facebook:@kyodobunkakaikan

あわぎんホール （徳島県郷土文化会館）
お問い合わせ

阿波銀行は徳島の文化振興を応援しています。
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19時 開演

 解説　　野村萬斎

 狂言「隠狸」
 太郎冠者 野村　裕基
 主 野村　太一郎
 　　　　　　後見　月崎 晴夫

－休憩20分－

 狂言「萩大名」
 大名 野村　萬斎
 太郎冠者 中村　修一
 亭主 石田　幸雄
 　　　　　　後見　野村 太一郎

20時35分 終演予定

かくしだぬき

はぎ　だいみょう

野村萬斎 狂言公演野村萬斎 狂言公演

野村 萬斎
（のむら　まんさい）

1966年生。祖父・故六世野村万蔵及び父・野村万
作に師事。重要無形文化財総合指定者。3歳で初
舞台。東京芸術大学音楽学部卒業。「狂言ござる
乃座」主宰。国内外で多数の狂言・能公演に出演
する一方、現代劇や映画・テレビドラマの主演、『敦
―山月記・名人伝―』『マクベス』『子午線の祀り』
「能 狂言『鬼滅の刃』」『ハムレット』はじめ古典の技法を駆使した作品の演出な
ど幅広く活躍。94年に文化庁芸術家在外研修制度により渡英。芸術祭新人賞・
優秀賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、朝日舞台芸術賞、紀伊國屋演劇賞、
毎日芸術賞千田是也賞等受賞多数。21年観世寿夫記念法政大学能楽賞、22
年松尾芸能大賞受賞。石川県立音楽堂邦楽監督、東京芸術大学客員教授。
（公社）全国公立文化施設協会会長。

公演当日プログラム

野村萬斎 狂言公演

■チラシ掲載データ

○事業名：
野村萬斎 狂言公演

○キャッチコピー：
毎年恒例！今年は萬斎・裕基、親子共演！！
萬斎によるわかりやすい解説付き！！！

○日時：2023 年 6月 22 日（木）開場 :18:30  開演 :19:00　close:20:50（予定）

○会場：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館） 1Ｆ　ホール

○入場料：
S指定席（10 列目まで）　一般：5,500 円　U-25：2,500 円
A指定席（11 列目から）　一般：4,500 円　U-25：2,000 円
※当日は各 500 円増。（ただし、完売の場合は販売いたしません。）
※U-25 は 25 歳以下の方が対象です。公演当日に 25 歳以下であることを証
明できるもの（身分証明書など）をご持参ください。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

○チケット発売日
先行発売（WEB 限定）：2023 年 4月 28 日（金）午前 10 時～
※先行販売（WEB 限定）は、あわぎんホールチケット会員限定となります。
一般発売：2023 年 5月 5日（金）午前 10 時～
※会員登録およびWEB 購入は、あわぎんほのホームページからお手続きく
ださい。なお、会員登録料やチケットの発券・引取手数料等は無料です。
※電話での受付は、5月 6日（土）午前 10 時からとなります。

○プレイガイド：
■あわぎんホール（窓口・電話・インターネット）
※電話もしくはインターネットで予約された方は、全国のセブンイレブン
の店頭にて 24 時間お支払い・お受け取りいただけます。
※あわぎんホール窓口は会館南側新町川沿いの 1階にあります。
※車いす席をご利用のお客様は、あわぎんホールにお問い合わせください。

○お問い合わせ：あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）　
Tel:088-622-8121　 E-mail:jigyo@kyoubun.or.jp

○主催：公益財団法人徳島県文化振興財団

○事業協力：NPO法人徳島能楽振興会

〔チラシ裏掲載データ〕

○プログラム

19 時開演

だぬき
解説　　野村萬斎

狂言　　「隠狸」
　太郎冠者　　野村　　裕基
　主　　　　　野村　太一郎
後見　　　中村　修一

－休憩 20 分－

狂言　　「萩大名」

大名　　　　野村　　萬斎
太郎冠者　　中村　　修一
亭主　　　　石田　　幸雄
後見　　　野村　　太一郎

20 時 35 分終演予定

○演目解説
隠狸（かくしだぬき）
　主人に隠れて狸を捕っている太郎冠者。噂を聞いた主人は、狸汁を振舞おうと客を招いたと告げるが、太郎冠者が狸など捕ったことはないとシラを切るので、それならば市場で買ってくるよう命じる。実は
昨夜も大狸を捕まえていた太郎冠者は、主人に黙って売ってしまおうと市場へ行くが、様子を見にきた主人と出くわしてしまう。太郎冠者は狸を隠して必死に取り繕うのだが、主人に酒を勧められると…。
主人と太郎冠者の絶妙な駆け引きが笑いを誘います。酒宴の場面に登場する狂言小舞「兎」「花の袖」「鵜飼」も見どころとなっています。

萩大名（はぎだいみょう）
近々都から帰国することになった田舎大名が、太郎冠者の案内で、とある庭園に萩の花見に出かける。風流者の亭主が、来客に必ず一首所望することを知っている太郎冠者は、「七重八重　九重とこそ
思ひしに　十重咲きいづる　萩の花かな」という聞き覚えの歌を大名に教えておく。見事な庭を楽しんだ後、いよいよ歌を詠むことになるが、大名は…。
秋の風情豊かな庭を舞台に、豪快な大名と繊細な和歌の世界のギャップが笑いを誘います。三人の軽妙なやりとりをごゆっくりお楽しみください。

○出演者・プロフィール

野村　萬斎（のむら　まんさい）
1966年生。祖父・故六世野村万蔵及び父・野村万作に師事。重要無形文化財総合指定者。3歳で初舞台。東京芸術大学音楽学部卒業。「狂言ござる乃座」主宰。国内外で多数の狂言・能公演に出演する
一方、現代劇や映画・テレビドラマの主演、『敦―山月記・名人伝―』『マクベス』『子午線の祀り』「能 狂言『鬼滅の刃』」『ハムレット』はじめ古典の技法を駆使した作品の演出など幅広く活躍。94年に文化庁
芸術家在外研修制度により渡英。芸術祭新人賞・優秀賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、朝日舞台芸術賞、紀伊國屋演劇賞、毎日芸術賞千田是也賞等受賞多数。21年観世寿夫記念法政大学能楽賞、
22年松尾芸能大賞受賞。石川県立音楽堂邦楽監督、東京芸術大学客員教授。（公社）全国公立文化施設協会会長。

野村　裕基（のむら　ゆうき）
1999年生。野村萬斎の長男。祖父・野村万作及び父に師事。慶応義塾大学法学部卒業。3歳の時に『靱猿』で初舞台後、子方として国内外を問わず多数の舞台に出演。17年『三番叟』、20年『奈須与市
語』、22年『釣狐』を披き、「万作の会」の若手狂言師の一人として舞台を勤めている。23年3月、世田谷パブリックシアターでの舞台『ハムレット』（野村萬斎演出）でタイトルロールを勤める。能楽協会会員。

○会館情報

会館周辺図、駐車場案内など


